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研究成果の概要： 本研究は以下の諸点において従来の近代沖縄教育史研究を発展させた。第

一に標準語教育実践に関して、方言札の出現時期とその歴史的意義、また発音矯正が全県的な

教育課題となる契機と過程を明らかにした。第二に宮良長包に関して、沖縄の音楽教師の系譜

の中に位置づけ、また彼の作詞作曲した「発音唱歌」（１９１９年）の教育実践上の特質を明ら

かにした。第三に沖縄県初等教育研究会の討議内容を通史的に明らかにした。さらに、沖縄県

教育会機関誌『沖縄教育』（１９０６～１９４４年）の悉皆的な収集においても成果を収めた。 
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１．研究開始当初の背景 

(1)研究代表者は、琉球処分から沖縄戦時下

に至る近代沖縄（１８７０年代から１９４５

年）における教育政策とその実態を通史的に

解明してきており、その成果を『近代沖縄に

おける教育と国民統合』として集成した（北

海道大学出版会、２００６年）。本共同研究

は、その研究成果を基盤としつつ、近代沖縄

における教育を学校、教室の水準での教育実

践史として解明しようとする研究の一部で

ある。研究にあたっての関心は、沖縄におい

て児童生徒に対してどのような標準語教育

がなされたのか、そこではどのように沖縄語

が取り扱われていたのかを明らかにするこ

とにある。それは、どのような言葉を話すの

かというきわめて個人的なことこそが近現

代沖縄教育の重要な課題であり続け、その過

程において自らの言葉を禁じられ、あるいは



自らの言葉を律していく歴史は、沖縄の人々

にとっての国民国家日本の具体的な立ち現

れ方であること、その具体像を明らかにして

いくことは近代沖縄における教育の特質を

鮮明なものとしていくことになるであろう

との展望に基づいている。 

 

(2)現在までになされてきた沖縄における標

準語教育に関する実証的な研究の特徴とし

て、琉球処分直後あるいは１９４０年の方言

論争前後を中心とした特定の時期を対象と

するにとどまっていること、また史料上の制

約が大きいとはいえ言説の解明が中心とな

っていることを指摘できる。それゆえに沖縄

の人々にとっての近代教育の意味を問おう

とする研究においては、沖縄における教育政

策、また学校教員をはじめとした教育言説と、

学校で学ぶ人々との接点にあたる教育実践

の解明によって、教育政策とその実態の乖離

を描出することが求められよう。通史的な解

明によって時期区分論も含めそれぞれの時

期の特徴を明らかにしつつ、実態を描く教育

史叙述を行なうことをめざしたい。 

 

 

２．研究の目的 

 上述したような研究背景に基づいて、研究

代表者が標準語教育に焦点をあて近年継続

的に行なってきた調査研究を以下の諸点で

発展させることが本研究の目的である。 

(1)第一に、沖縄県教育会機関誌『沖縄教育』

（１９０６～１９４４年）などの同時代史料

に基づいて、標準語教育実践の実態とその論

理を明らかにし、「教えと学び」の総体とし

て教育実践史を通史的に解明することであ

る。ここでは、これまで研究代表者が児童生

徒の回想記に基づいて明らかにしてきた学

びの実態と架橋していくことをめざしてい

る。なお本研究期間では、１９００～１９１

０年代を対象とし、それ以降については本研

究に継続する課題としたい。 

 

(2)第二に、特定の教師に注目して、その教

育実践とその論理を解明することである。こ

れにより、標準語教育実践を国語科にとどめ

ず、唱歌科などの他教科はもちろん、さらに

将来的には社会教育を含む教育実践一般に

広げていくことを展望するものである。本研

究期間では、宮良長包に着目して研究を進め

る。 

 

(3)第三に、近代沖縄教育実践史研究の基礎

として、沖縄における教員組織のありようと

その動向を解明することである。本研究期間

では、沖縄県内全小学校を網羅して組織され、

教育実践について議論していた沖縄県初等

教育研究会に注目し、その組織形態や活動な

どの基礎的事項を明らかにし、今後の研究基

盤を築くことをめざして研究を進める。 

 

 

３．研究の方法 

(1)本研究は、上述の目的に対応する課題を

次のように構造化して進めるものである。第

一の標準語教育実践の実態とその論理の解

明が本研究の中軸をなす。その特殊研究とし

て、第二の個々の教師による教育実践史の解

明が位置づいている。そしてそれらの土台と

しての位置を占めているものが、教師を取り

巻く教育界の状態を明らかにすることをめ

ざす、第三の教員団体史の解明である。具体

的な課題とその方法は以下の通りである。 

①近現代沖縄において標準語を普及しよう

とする政策のもとで展開した、それぞれの集

落で話されてきた言葉を否定することを伴

う教育の実態を明らかにするために、方言札

に注目する。 

 これまで方言札に関する体験については、

１９５０年代半ば以降多く語られ、記されて

きた。しかし、方言札が存在することについ

ては、沖縄人の社会的自覚（外間守善）やア

イデンティテーの転換（井谷泰彦）との関連

での指摘はあるけれども、なぜそのような体

験をしなければならなかったのかは明らか

ではない。 

 このような状況から本研究期間では、まず

いつ頃、なぜ方言札が出現したのかを明らか

にする。そのための方法として、第一に体験

者の回想から方言札はいつ頃には確実にあ

ったのかを明らかにする。そして第二に方言

札が学校に導入されている状況では、その学

校の教員集団はすべて標準語で話すべきだ

という価値規範をもっていると考えられ、授

業時間において沖縄語を用いている状況で

は方言札は存在しえないといえるから、その

ような時期を特定して方言札の不存在時期

を明らかにする。 

②近代沖縄においては、ただ「正しい」言葉

としての標準語が教えられ、「誤った」言葉

として沖縄語が抑圧されたにとどまらず、

「正しい」発音に意が注がれていたことにも

留意しなければならない。発音矯正にも視野

を広げることが必要である。 

 近代沖縄における発音矯正に関する研究

は本永守靖による史料整理・紹介（１９８４）

があるものの、その描出は未開拓であるとの



研究状況に基づいて、沖縄における発音矯正

教育の展開を課題とする。 

本研究期間では、「正しい」言葉を話すこ

と、教えることに注意が向けられていく過程

を明らかにする。本永の史料整理をふまえる

と、１８９０～１９１０年代にそのような過

程をたどるのではないかと考えられるため、

その時期を対象とし、主に新聞『琉球新報』

や教育会雑誌『琉球教育』『沖縄教育』から

得られる取り組みを整理する方法をとる。 

③沖縄県内の最高学府であった沖縄県師範

学校及び同附属小学校に在職した音楽教員

に焦点をあて、その系譜を明らかにする。 

 近代沖縄の音楽教員に関する先行研究は、

１９２１年から１９３９年まで師範学校に

音楽教員として在職した宮良長包について

のモノグラフを積み重ねてきた。そこでは宮

良長包の音楽活動が、近代沖縄社会の先駆的

なものとして評価されている。今後の研究に

求められることは、宮良長包の活動以前の年

代についても解明し、彼の業績を相対的に評

価することである。 

 以上をふまえて、音楽教員として勤務した

のは誰であり、その人はどのような音楽活動

を行なったのかを、教育会機関誌『琉球教育』

『沖縄教育』を主な史料として通史的に明ら

かにする方法をとる。 

④宮良長包の作品の一つに「発音唱歌」があ

る。この作品は、沖縄人児童の発音矯正を行

なおうとして、仲西尋常高等小学校長となっ

た宮良長包が１９１９年に作詞作曲したも

のである。宮良長包の執筆した標準語教育論、

唱歌教育論の考察を通じて教育実践として

の「発音唱歌」の特徴を明らかにする。 

 これまで作曲家あるいは音楽教員として

の宮良長包に注目した研究が積み上げられ

てきた。それに対して、唱歌のもつことばの

教育の側面に留意した研究は着手されたば

かりであり（三木健、２００４）、彼の教育

方法について論じるにとどまっている。 

 その状況ゆえに、宮良長包の記した標準語

教育論を中心にしつつ音楽・唱歌教育論をも、

教育目的と関連づけて考察を行なう方法に

より、唱歌を用いた発音矯正という教育実践

の特徴を明らかにする。 

⑤沖縄県初等教育研究会について、その討議

内容がどのように推移したのかの事実関係

を明らかにする。 

先行研究の動向ならびに回想録の現況を

ふまえて、沖縄県初等教育研究会の討議内容

の推移また組織については、その事実関係が

これまでにも一定程度は明らかにされてき

たものの、通史的な視野をもって分析した研

究はこれまでに提出されてはいない。しかも、

同研究会と教育会との関係、また同研究会の

組織運営の実態をはじめとして基礎的な事

実関係についてすら不明の点が幾多も残さ

れている。したがって、初等教育研究会にか

かわる基礎的な事実の解明、およびその根拠

となる史料調査は依然として大きな課題で

ある。 

これらの点に鑑みて、まず同研究会にかか

わる新聞、雑誌、書籍、公文書などの史料を

渉猟し整理する方法により、討議内容の推移

を中心とした基礎的事実を明らかにする。 
 

(2)本研究における最も基本的な史料として

着目し活用するものが、沖縄県内の学校教員、

学務担当者、会に賛同する有志によって構成

される沖縄県教育会が刊行し続けた機関誌

『沖縄教育』である。そこには教育に関する

教員や学務担当者による論説ばかりでなく、

教授細目や授業記録及び批評会記録のよう

な教育実践状況を明らかにする手がかりと

なるような記録、また知事などの訓示や校長

会記録など教育政策動向を明らかにする手

がかりとなる史料などが掲載されている。現

在の研究状況を省みるとき、『沖縄教育』に

掲載されているこれらの記事の整理分析は

まず為されなければならないことである。た

だし、『沖縄教育』は現時点において散逸が

激しいうえに、所蔵機関も全国に分散してお

り、史料として活用するための前提として調

査収集が先立つ状態にある。そのため、本研

究においても研究の基礎的作業として、『沖

縄教育』の悉皆的調査を行ない、総目次を作

成することも課題とする。 

 

 

４．研究成果 

(1)方言札の出現時期は１９００年代前半で

あることを明らかにできた。それは、１９０

０年代前半に方言札を体験したという回想

記録が得られたのみならず、当時の授業記録

によれば１８９０年代後半までは標準語と

沖縄語とを対訳で用いていることから、方言

札は出現することはありえなかったと考え

られることによるものである。 

 １９００年に師範学校は、標準語習得と一

対のものとして沖縄語使用を禁じることを

教員になっていくものの心得とした。それを

政策背景としつつ、大和人教員が沖縄語を退

け撲滅しようと主張した一方で、沖縄人教員

は差別からの脱却という意味をもって沖縄

人の標準語習得をめざし、それと一対のもの

として教授用語として沖縄語を用いないこ



とを考えた。アイデンティティーの転換とい

う問題ではないのであり、大和人教員と沖縄

人教員とが標準語普及という点では一致し

ながらも意図において明確な差異を伴いつ

つ、沖縄語が当然にも使われている学校空間

に方言札は出現した。 

 

(2) １８９０年代半ば、沖縄における教育政

策は発音矯正を課題として発見した。それが

具体的に取り組まれるのは、１９００年代前

半から中盤にかけてであり、まず教員自身が

発音を矯正し模範を示すことから始まった。

そして科学的な知見に基づいた発音矯正に

取り組むことのできる基盤をもたらしたの

は、東京帝国大学で言語学を学んだ伊波普猷

が１９０９年に開始した声音学講演であっ

た。ここで決定的なことは、１９１１年に文

部省視学官小泉又一が視察を行ない、沖縄に

おける学校教育の問題点として発音矯正に

言及したことである。小泉の講演を聴いた小

学校長たちが、発音矯正を教育課題の一つと

して受け止めただけではない。沖縄県知事も

教育課題の一つと位置づけた訓示を行なっ

た。そのもとで、沖縄教育会が『沖縄教育』

を通じて、また伊波普猷が声音学講演を通じ

て、さらに附属小学校も研究会開催等を通じ

て、発音矯正に必要な声音学や口形図という

科学的知見や、発音矯正を実施する方法や情

報を伝えていったのであった。 

 

(3)師範学校の音楽教員教諭のポストには基

本的に、沖縄県外出身の教員が配属されてお

り、同ポストに県出身の宮良長包が在職した

期間（１９２１年～１９３９年）は例外的で

あった。また師範学校附属小学校訓導のポス

トには、少なくとも１９０３年以降つねに沖

縄人の教員が配属されていた。そして女子師

範学校では、師範学校教諭と同様に、県外出

身の教員が配属されている。以上から、音楽

について沖縄人教員の配属は、師範学校附属

小学校訓導に限定されていたと結論づけら

れよう。 
近代沖縄の教育音楽界では、明治３０年代の

教員によって唱歌教育をおこなう土壌が耕

され、明治４０年代に園山民平によって、唱

歌にとどまらない幅広いジャンルの音楽を

享受する価値観がもたらされた。そういった

音楽観は、園山から直接の感化を受けた大正

期の教員たちに引きつがれ、さらに昭和初期

の郷土教育期には宮良長包を中心に、郷土の

民謡に目を向けた音楽教育活動が実践され

ていた。 
 

(4)宮良長包は、すでに八重山で小学校教員

であった１９１１、１２年において、口形図

についての知見を持ちあわせ、唱歌教育を論

じるなかにあって国語科と結びつける萌芽

を見せていた。１９１５年に長包は附属小学

校の一員となり、沖縄教育界の「普通語励行」

という大方針のもと、子どもたちが入学１～

２ヶ月以降は標準語のみで話すようになる

ことを目的として、唱歌教育と国語科とを関

連づけた。そのうえで長包は、子どもたちの

「誤りやすい」発音実態をふまえ、歌うとい

う子どもたちの興味を活用し、「正しい」発

音へと矯正する入門的な教育実践をすべく、

発音に注意しなければ歌えない歌詞と尋常

小学校入学当初の子どもたちも歌えるよう

な曲として「発音唱歌」を作詞作曲した。 

 発音矯正を担う主要な教科と見なされて

いた国語科と唱歌科が結びつくことがなか

った状況において、長包はそれらを結びつけ

たことに最大の特徴がある。長包にとって標

準語のみで話すようにするということは与

件であったため、彼の特徴はそれを具体化す

るための「正しい」発音を楽しく歌うことに

より習得するという教育方法に現れたので

ある。 

 

(5)沖縄県初等教育研究会に関して、これま

での調査研究では明らかにされていなかっ

た点を埋めつつ、討議内容の推移を解明した。 

 各回の開催状況について、１９１５年の第

１回から１９４２年の第３１回までほぼ１

年に１回開かれていたことを明らかにした。 

 また各回の討議内容については、第１回の

「国語科」「理科」から第３１回の「国民学

校教育実践に関する研究」まで、その時々の

喫緊の課題を沖縄県師範学校、沖縄県女子師

範学校が交互に討議内容として決定し、研究

会を開催していたことを明らかにした。 

 

(6)本研究において、これまで知られていた

よりも、新たに１１号分の『沖縄教育』を発

見し、それも加えて総目次を作成することが

できた。総目次については、北海道大学学術

成果コレクション（HUSCAP）で公開する。ま

た収集した『沖縄教育』については、２００

９年秋から数年かけて不二出版より順次復

刻する予定である。 
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